
 
  

   

防災塾 実施報告書 

 

砧総合支所地域振興課 

祖師谷まちづくりセンター 

 

１ 実施日 令和６年３月１６日（土）午前１０時～正午 

 

２ 場所  祖師谷区民集会所第 1会議室 

 

３ 参加人数 ３４名 

町会・自治会関係７名、商店街関係２名、日赤祖師谷分団１名、 

社会福祉協議会２名、身近なまちづくり推進協議会防災部会員８名、

祖師谷あんしんすこやかセンター職員１名、祖師谷児童館１名、 

避難所運営委員７名、その他５名 

 

４ テーマ 

   在宅避難～その準備と課題 

 

５ 実施内容 

（１）開会挨拶 砧総合支所地域振興課長 田村 朋章 

（２）講演 

   講師：社会福祉法人 世田谷ボランティア協会  理事長 横山 康博 氏 

    在宅避難～その準備と課題 

    ・在宅避難の一般的な話 

・在宅避難に向けての準備 

（建物の耐震化・不燃化、転倒防止器具の取付、備蓄品） 

・在宅避難における課題 

 （３）グループワーク、質疑応答、発表 

・在宅避難で気になること 

・今日の講話を聞いて「気づいたこと」「知ったこと」 

「心配」「疑問」など 

（４）閉会挨拶 祖師谷まちづくりセンター所長事務取扱 副参事 皆川 健一 

         砧総合支所長 畝目 晴彦 

 

６ 成果物 

 （１）当日の写真 

 （２）講演資料 

 （３）アンケート集計表 
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＜防災塾の様子＞ 

  

 
 

 

288

292



7

M7.3

289

293



1

3

HP

290

294



30 50
L

HP

291

295



9 2

1

292

296



1

293

297



TBS NEWS DIG 100

294

298



1

295

299



296

300



日　付 令和6年3月16日

地　区 祖師谷地区

１－１）ご自身について（性別）

①男性 ②女性 ③未記入等

数 20 9 5

１－２）ご自身について（年齢）

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代以上

数 1 2 6 14 6

①会社員 ②公務員 ③団体職員 ④自営業
⑤パート・
　アルバイト

⑥専業主婦
　（主夫）

⑦無職 ⑧その他

数 5 1 0 4 2 8 7 2

②令和２年度 ③令和３年度 ④令和４年度

数 6 7 9

①十分できている ②ややできている ③どちらとも言えない ④あまりできていない ⑤まったくできていない

数 4 13 6 2 0

・ほかの方々の意見や疑問点について、参考になった。・十分に消化できていない・考える項目が多すぎて議論しきれない。

・同グループ内で意見の共有ができた。・いろいろな考えや意見が聞けた。・不足している部分を確認している。

・意見交換や議論をしても想像の域をでないので十分とは思わない。

・在宅避難と避難所、避難所に行けない人の連携がわからなかった。・勉強になり、新たな情報も得られたため。

・新しい情報が少ない。

数 数

7 8

4 10

14 8

16

数 数

10 14

5 15

2 8

10

15⑤課題と対策のアイデアに関する他地区の防災活動の事例紹介

3

⑤災害時の地域の課題が、地区住民の視点から具体化さ
れた。

②自分の地域でどの程度の被害が発生するかわかった。

①自分の地域でどのような災害が起こりうるかわかった。

④地域防災の考え方（住民の目線から課題と対策を検討す
る）を学ぶことができた。

③災害時に自らがとるべき避難行動を理解することができた。

⑥行政の防災担当者により防災対策の実態に関する詳し
い説明

①今までと同じく、ワークショップ形式のグループで議論

⑥地区のいろんな方のアイデアが集まって、自分たちで
できる災害対策が講じられた。

防災塾アンケート用紙（とりまとめ）

4　上記の「3」の理由をご自由にご記入ください。

１－３）ご自身について（職業）

2　今まで参加した防災塾の開催年度について

3　防災塾に参加して、地域防災について十分な意見交換や議論ができたと思いますか。

①令和元年度（平成３１年度）以前

7

③よりコアな少数のメンバーが集まって地区全体の課題と対
策をより具体的に議論

⑧地域の課題と対策について、いろんな地区住民から広
く意見がもらえる会合

⑨その他(・もっと区や都の理解・支援を考えてほし
い。
・必要であり、最小限の整備があること。
・助成金等防災支援の情報
 

⑦参加した地域のいろんな方と関係性が作られた。

④防災まちあるきや安否確認訓練などの体を動かす体験

②課題や対策のテーマ別に関わる関係者だけがそれぞれ集
まって具体的に議論

・議論する中で支援が必要な方へのマニュアルはどうなっているかなど疑問点がいくつかできた。

5　防災塾に参加して学んだことや気づいたこと

6　今後の希望する「防災塾」の進め方について

⑦防災専門の先生や被災対応経験者を招いた防災の工夫
や事例に関する防災講演
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7　東日本大震災の経験を踏まえ、平成25年の災害対策基本法の改正に伴い、「地区防災計画制度」が創設されました。

　  本制度の内容をご存じですか。

数 数

7 10

5 2

5

8　今まで「防災塾」で皆様が議論した内容は、「地区防災計画」として取りまとめられ、

　  平成29年3月に世田谷区のホームページに公開されていますが、ご存知でしたか。

①知っていた ②知らなかった

数 6 18

数 数

8 8

10 7

9 8

①継続して
参加したい

②都合がつけ
ば参加したい

③どちらとも
言えない

④あまり参加
したくない

⑤まったく参
加したくない

数 14 11

１1　「防災塾」のご感想や「災害対策や地区防災計画」に関するご意見・ご要望など、自由にご記入ください。

・多くの参加者を確保するための対策を.・グループワークでそれぞれの地域の取り組みや暑さ寒さの対策の重要性を認識した。

・行政の管轄のまちセンと避難所を担当するまちセンが異なるため、祖師谷地区の防災計画を知りえない。・行政として対応してもらいたい。

・普段できない防災の話ができて良かった。いざというときに忘れてしまい、準備してきたことが役立つかどうか心配である。

・いろいろな方の意見や防災対策について、知ることができて参考になることが多かった。もう少し時間があればよかった。

・様々なことを確認する機会となり、皆で継続的に話し合うことは大切だと思う。

・質問コーナーがグループワークの発表の中に含まれていたことがわからなかった。わかりやすい進行をお願いしたい。

＜その他＞/

・祖師谷地区の被害想定・各家に消火器装備を呼びかけてほしい。

②初期消火や要配慮者支援等の地域の課題別の防災マップ作成

④検討した対策の実現に向け、地区全体の具体的なルー
ルづくりや担当決め

・毎月の防災塾の開校を希望する。・初期消火のための消火器の取り扱いについて・今後もぜひ続けてほしい。

9　地区防災計画の今後の見直し・検証において、重点的に実施したいと思うこと

⑤計画に記載している課題と対策に加え、より多くの住
民視点からの課題と対策の追加

③検討した対策の実現に向け、協力関係者への声がけと対策
方法に関する話し合い

⑥避難訓練、消火訓練等、災害時の対策が実現できるか
体を動かした検証（実践）

①地域の課題に対し、防災まちあるきを通じた危険個所や地
域資源の発見と整理

①地区防災計画作成のガイドラインを読んだことがある。 ④言葉は聴いたことがあるが詳しくは知らない。

②他所の地区で作成された地区防災計画を読んだことがある。 ⑤全く知らない。

③防災塾で説明を聴いたことがあり、ある程度は知っている。
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防災塾 実施報告書 

 

砧総合支所地域振興課 

成城まちづくりセンター 

 

（１）実施日 令和６年１月２４日（水曜日）１４：２０～１６：３０ 

 

（２）場所  成城ホール 

 

（３）参加人数 ３１人 

 

（４）テーマ 

   ①東京防災学習セミナー「近年の災害から学ぶ」 

   ②成城地区合同避難所運営委員会 

   〈目的〉 

近年発生した災害の教訓や被災者・支援者の体験談を学び、地区の防災に 

関わるメンバー同士の意見交換を通じて、地区全体の防災力向上につなげる。 

 

（５）実施内容 

１ 開会    

 

２ 挨拶   

（１）成城地区区民防災会議 会長 岩波 桂三 

 

  （２）砧総合支所地域振興課 課長 田村 朋章 

 

３ 東京防災学習セミナー「近年の災害から学ぶ」 

  講師 吉高 美帆 氏（防災士、「自分でやる防災 研究・普及所」事務局長） 

   ・被災者・支援者の体験談から大震災のリアルを知り、特に大事なトイレ、ゴ 

ミ、食料について、避難所生活の課題や問題点を知ることで、マニュアル作 

成や日頃の備えの重要性を学ぶ。 

 

４ 成城地区防災リーフレット 

  「その時どうする！？みんなで助かる生き残り大作戦！！」 

   ・防災リーフレットの目的、進捗状況の説明。 
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５ 事前対策について 

   ・「成城地区区民防災活動図」をもとに、在宅避難推奨のための普及啓発等に

ついて説明。 

 

６ 直後対策について 

   ・成城自治会災害プロジェクトチームの活動状況報告。 

 

７ 事後対策について（報告）   

・各避難所運営委員会の今年度活動状況報告。 

 

８ グループディスカッション 

   ・参加者（避難所運営委員、防災活動団体）が、総務・情報、避難所、救護・衛生、

給食・物資、防災活動団体の５班に分かれ、情報共有や意見交換を行い、発表した。 

 

９ 成城消防署 

   ・成城における緊急時の火災、消火活動について説明 

 

１０ 閉会 
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日　付 令和6年1月24日

地　区 成城

１－２）ご自身について（年齢）

①男性 ②女性 １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代以上

数 2 14 1 1 3 5 2 2

①会社員 ②公務員 ③団体職員 ④自営業
⑤パート・
　アルバイト

⑥専業主婦 ⑦無職 ⑧その他

数 2 3 11 3

②令和２年度 ③令和３年度 ④令和４年度

数 2 4 9

①十分できている ②ややできている ③どちらとも言えない ④あまりできていない ⑤まったくできていない

数 5 4 4 2

・ 地域に根付いた活動などがよくわかりました。

・ 自分では気が付いていなかったことをグループ内で気づきがありとてもよかった

・ 他の団体の取り組みも分かり、顔もつながったため、連携につながった（？）と思います。

・ 最後のディスカッションがもう少しあったほうがよかった。

・ 時間が少なかった。

・ 講師の先生のお話がリアルでためになりました。

・ 時間の制約や課題の提供が少なかったため議論はあまりできてないと感じた。

数 数

11 4

9 3

8 5

10

数 数

10 7

2 10

1 3

4

7

5　防災塾に参加して学んだことや気づいたこと

6　今後の希望する「防災塾」の進め方について

⑦防災専門の先生や被災対応経験者を招いた防災の工夫
や事例に関する防災講演

③よりコアな少数のメンバーが集まって地区全体の課題と対
策をより具体的に議論

⑧地域の課題と対策について、いろんな地区住民から広
く意見がもらえる会合

⑨その他（　給水栓の場所、水の出し方などを実際に体
験したい。　）

防災塾アンケート用紙（とりまとめ）

4　上記の「3」の理由をご自由にご記入ください。

１－３）ご自身について（職業）

2　今まで参加した防災塾の開催年度について

１－１）ご自身について（性別）

3　防災塾に参加して、地域防災について十分な意見交換や議論ができたと思いますか。

①令和元年度（平成３１年度）以前

3

⑥地区のいろんな方のアイデアが集まって、自分たちで
できる災害対策が講じられた。

⑤災害時の地域の課題が、地区住民の視点から具体化さ
れた。

②自分の地域でどの程度の被害が発生するかわかった。

①自分の地域でどのような災害が起こりうるかわかった。

④地域防災の考え方（住民の目線から課題と対策を検討す
る）を学ぶことができた。

③災害時に自らがとるべき避難行動を理解することができた。 ⑦参加した地域のいろんな方と関係性が作られた。

①今までと同じく、ワークショップ形式のグループで議論
⑥行政の防災担当者により防災対策の実態に関する詳し
い説明

②課題や対策のテーマ別に関わる関係者だけがそれぞれ集
まって具体的に議論

④防災まちあるきや安否確認訓練などの体を動かす体験

⑤課題と対策のアイデアに関する他地区の防災活動の事例紹介

1
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数 数

5 3

3 4

3

①知っていた ②知らなかった

数 3 12

数 数

6 5

5 4

3 5

①継続して
参加したい

②都合がつけ
ば参加したい

③どちらとも
言えない

④あまり参加
したくない

⑤まったく参
加したくない

数 8 6

１1　「防災塾」のご感想や「災害対策や地区防災計画」に関するご意見・ご要望など、自由にご記入ください。

・ よりリアルに準備の意識が高まりました。

・ とても活発で頼もしい印象を持ちました。皆さん、意識が高く取り組まれている成城地区は素晴らしいと思いました。

成城地区のマニュアルが区で共有されてもよいのではと思いました。

・ 成城地区にはスタンドパイプはないのですか？ほかの自治体ではその訓練をする機会があるようなのですが、成城では聞かないので。

・ 防災塾で学んだことを、より多くの地域住民にも共有していただけるような方法を考えてほしい。

震災時に家庭内でまずすべきことをそれぞれ確認、実践できるように。

8　平成２９年3月より、地区防災計画を区HPに掲載していますが、ご存知ですか。

7　地区防災計画制度がつくられたが、本制度の内容はご存知ですか。

①地区防災計画作成のガイドラインを読んだことがある。 ④言葉は聴いたことがあるが詳しくは知らない。

③防災塾で説明を聴いたことがあり、ある程度は知っている。

②他所の地区で作成された地区防災計画を読んだことがある。 ⑤全く知らない。

１0　防災塾に継続して参加したいと思いますか。

②初期消火や要配慮者支援等の地域の課題別の防災マップ作成

9　地区防災計画の今後の見直し・検証において、重点的に実施したいと思うこと

⑤計画に記載している課題と対策に加え、より多くの住
民視点からの課題と対策の追加

③検討した対策の実現に向け、協力関係者への声がけと対策
方法に関する話し合い

⑥避難訓練、消火訓練等、災害時の対策が実現できるか
体を動かした検証（実践）

①地域の課題に対し、防災まちあるきを通じた危険個所や地
域資源の発見と整理

④検討した対策の実現に向け、地区全体の具体的なルー
ルづくりや担当決め
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防災塾 実施報告書 

 

砧総合支所地域振興課 

船橋まちづくりセンター 

 

（１）実施日 令和６年２月１７日（土曜日）午後１時～３時 

（２）場所  船橋まちづくりセンター 活動フロアー１ 

（３）参加人数 ３１人（区民２１人、スタッフ１０人（講師含む）） 

（４）テーマ 

   ⅰ 在宅避難、避難所のあり方、地区防災計画の見直し 

（５）実施内容 

   ①開会あいさつ 

    砧総合支所地域振興課長 田村 朋章 

   ②講話 

    講師 世田谷防災 NPO アクション 代表 宮崎 猛志 氏 

    ・能登半島地震の現状 

    ・在宅避難と避難所の違い 

    ・在宅避難をするための備え 

    ・避難所運営の課題 

    ・避難所から被災生活者支援拠点へ 

   ③グループディスカッション/ワークショップ 

    ・船橋地区の防災計画と在宅避難について 

    ・各グループ発表/講評 

    ・質疑応答 

   ④全体講評 

    成城消防署千歳出張所 所長 近藤 由紀夫 

   ⑤アンケート記入 
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（６）成果物 
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日　付 令和6年2月17日

地　区 船橋

１－１）ご自身について（性別）

①男性 ②女性 ③未記入等

数 5 10 3

１－２）ご自身について（年齢）

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代以上

数 0 0 0 1 4 4 7 2

①会社員 ②公務員 ③団体職員 ④自営業
⑤パート・
　アルバイト

⑥専業主婦
　（主夫）

⑦無職 ⑧その他

数 3 0 1 4 3 5 1 1

②令和２年度 ③令和３年度 ④令和４年度

数 3 5 7

①十分できている ②ややできている ③どちらとも言えない ④あまりできていない ⑤まったくできていない

数 3 15 1 2 0

数 数

2 8

1 2

7 5

11

数 数

6 4

1 9

4 5

5

6

①今までと同じく、ワークショップ形式のグループで議論

②課題や対策のテーマ別に関わる関係者だけがそれぞれ集
まって具体的に議論

⑤課題と対策のアイデアに関する他地区の防災活動の事例紹介

0

④防災まちあるきや安否確認訓練などの体を動かす体験

⑥地区のいろんな方のアイデアが集まって、自分たち
でできる災害対策が講じられた。

⑤災害時の地域の課題が、地区住民の視点から具体化
された。

②自分の地域でどの程度の被害が発生するかわかった。

①自分の地域でどのような災害が起こりうるかわかった。

④地域防災の考え方（住民の目線から課題と対策を検討す
る）を学ぶことができた。

③災害時に自らがとるべき避難行動を理解することができた。

⑥行政の防災担当者により防災対策の実態に関する詳
しい説明

⑦参加した地域のいろんな方と関係性が作られた。

防災塾アンケート用紙（とりまとめ）

4　上記の「3」の理由をご自由にご記入ください。

１－３）ご自身について（職業）

2　今まで参加した防災塾の開催年度について

3　防災塾に参加して、地域防災について十分な意見交換や議論ができたと思いますか。

①令和元年度（平成３１年度）以前

3

6　今後の希望する「防災塾」の進め方について

⑦防災専門の先生や被災対応経験者を招いた防災の工
夫や事例に関する防災講演

③よりコアな少数のメンバーが集まって地区全体の課題と対
策をより具体的に議論

⑧地域の課題と対策について、いろんな地区住民から
広く意見がもらえる会合

⑨その他（
 
）

・行政に対する要望・課題が出たが、直ちに結論に至らなかった。今後の課題として、行政と連携を進めていきたい。

・講義の内容がよくわかりました。・貴重な意見交換や情報共有ができた。・町の方の意見を色々と聞け、助かる。

・もっとじっくり話し合いたかった。・時間が少なかった。・意見交換までいかなかった。

・グループの発表を聞いたり、話したりでいろいろな場面が起こりうることに気が付いた。

・貴重な意見交換や情報共有ができた。

5　防災塾に参加して学んだことや気づいたこと
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数 数

3 2

2 3

6

①知っていた ②知らなかった

数 6 8

数 数

5 3

8 8

7 4

①継続して
参加したい

②都合がつけ
ば参加したい

③どちらとも
言えない

④あまり参加
したくない

⑤まったく参
加したくない

数 10 6 0 0 0

１1　「防災塾」のご感想や「災害対策や地区防災計画」に関するご意見・ご要望など、自由にご記入ください。

＜その他＞

１0　防災塾に継続して参加したいと思いますか。

②初期消火や要配慮者支援等の地域の課題別の防災マップ作成

④検討した対策の実現に向け、地区全体の具体的な
ルールづくりや担当決め

⑤全く知らない。

9　地区防災計画の今後の見直し・検証において、重点的に実施したいと思うこと

⑤計画に記載している課題と対策に加え、より多くの
住民視点からの課題と対策の追加

③検討した対策の実現に向け、協力関係者への声がけと対策
方法に関する話し合い

⑥避難訓練、消火訓練等、災害時の対策が実現できる
か体を動かした検証（実践）

①地域の課題に対し、防災まちあるきを通じた危険個所や地
域資源の発見と整理

②他所の地区で作成された地区防災計画を読んだことがある。

③防災塾で説明を聴いたことがあり、ある程度は知っている。

8　平成２９年3月より、地区防災計画を区HPに掲載していますが、ご存知ですか。

7　地区防災計画制度がつくられたが、本制度の内容はご存知ですか。

①地区防災計画作成のガイドラインを読んだことがある。 ④言葉は聴いたことがあるが詳しくは知らない。

・本日、参加させて頂いて勉強になり、大変よかったです。・とても良い学びの時間となりました。

・「マネージャー」と「プレイヤー」としての立ち位置を混乱して考えがちだったので、講師のまとめは自分にとって有難かった。

・以前、避難所の小学校での、ペット、病気の人などの部屋の割り振りを話し合った事があるが、その後、実際の運営では、どうしていったら良いのかの話を聞いてみたい。

・有益な会なので、継続してもらいたい。
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 防災塾 実施報告書 

 

砧総合支所地域振興課 

喜多見まちづくりセンター 

 

（１）実施日 令和５年７月２８日（金曜日）午前１０時～１１時３０分 

 

（２）場所  喜多見東地区会館 第１・２会議室 

 

（３）参加人数  ４０名 

一般             ３１名 

成城消防署           １名 

喜多見あんしんすこやかセンター ２名 

砧総合支所地域振興・防災    ２名 

砧総合支所保健福祉課      １名 

喜多見まちづくりセンター    ３名 

     

（４）テーマ 

   風水害に備えよう！～あなたの身を守るために～ 

 

（５）実施内容 

   ①開会挨拶（あんしんすこやかセンター 浜山 亜希子） 

②防災講話Ⅰ 

講師：成城消防署 警防課 地域防災担当係長 伊豫田 彰悟 

 ・世田谷区の水害発生状況について 

 ・避難に関する情報と避難行動 

 ・事前対策（土嚢設置、マイタイムラインの作成） 

   ②防災講話Ⅱ 

    講師：喜多見まちづくりセンター 所長 宮戸 達彦 

     ・水害時に避難する場所 

     ・水害時の情報入手 

     ・浸水被害にあってしまったら 

   ③質疑応答 
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（６）成果物 
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日　付 令和5年7月28日

地　区 喜多見

１－１）ご自身について（性別）

①男性 ②女性 ③未記入等

数 6 25 0

１－２）ご自身について（年齢）

１０歳未満 １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代以上 未記入

数 2 5 4 7 12 1

①会社員 ②公務員 ③団体職員 ④自営業
⑤パート・
　アルバイト

⑥専業主婦
　（主夫）

⑦無職 ⑧その他

数 1 1 1 3 12 8 5

②令和２年度 ③令和３年度 ④令和４年度

数 0 0 1

数 数

15 4

12 2

21 1

12

数 数

3 13

10

3 4

12

9

数 数

2 12

2 11

3

①知っていた ②知らなかった

数 1 25

①今までと同じく、ワークショップ形式のグループで議論

②課題や対策のテーマ別に関わる関係者だけがそれぞれ集
まって具体的に議論

⑤全く知らない。

⑤課題と対策のアイデアに関する他地区の防災活動の事例紹介

0

②他所の地区で作成された地区防災計画を読んだことがある。

③防災塾で説明を聴いたことがあり、ある程度は知っている。

⑥地区のいろんな方のアイデアが集まって、自分たちで
できる災害対策が講じられた。

⑤災害時の地域の課題が、地区住民の視点から具体化さ
れた。

②自分の地域でどの程度の被害が発生するかわかった。

①自分の地域でどのような災害が起こりうるかわかった。

④地域防災の考え方（住民の目線から課題と対策を検討す
る）を学ぶことができた。

③災害時に自らがとるべき避難行動を理解することができた。

⑥行政の防災担当者により防災対策の実態に関する詳し
い説明

⑦参加した地域のいろんな方と関係性が作られた。

防災塾アンケート用紙（とりまとめ）

１－３）ご自身について（職業）

2　今まで参加した防災塾の開催年度について

①令和元年度（平成３１年度）以前

1

３　防災塾に参加して学んだことや気づいたこと

４　今後の希望する「防災塾」の進め方について

6　平成２９年3月より、地区防災計画を区HPに掲載していますが、ご存知ですか。

5　地区防災計画制度がつくられたが、本制度の内容はご存知ですか。

①地区防災計画作成のガイドラインを読んだことがある。 ④言葉は聴いたことがあるが詳しくは知らない。

⑦防災専門の先生や被災対応経験者を招いた防災の工夫
や事例に関する防災講演

③よりコアな少数のメンバーが集まって地区全体の課題と対
策をより具体的に議論

⑧地域の課題と対策について、いろんな地区住民から広
く意見がもらえる会合

⑨その他（
 
）

④防災まちあるきや安否確認訓練などの体を動かす体験
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数 数

7 3

7 3

4 10

①継続して
参加したい

②都合がつけ
ば参加したい

③どちらとも
言えない

④あまり参加
したくない

⑤まったく参
加したくない

数 7 19 1 0 0

9　「防災塾」のご感想や「災害対策や地区防災計画」に関するご意見・ご要望など、自由にご記入ください。

＜その他＞なし

8　防災塾に継続して参加したいと思いますか。

②初期消火や要配慮者支援等の地域の課題別の防災マップ作成

④検討した対策の実現に向け、地区全体の具体的なルー
ルづくりや担当決め

7　地区防災計画の今後の見直し・検証において、重点的に実施したいと思うこと

⑤計画に記載している課題と対策に加え、より多くの住
民視点からの課題と対策の追加

③検討した対策の実現に向け、協力関係者への声がけと対策
方法に関する話し合い

⑥避難訓練、消火訓練等、災害時の対策が実現できるか
体を動かした検証（実践）

①地域の課題に対し、防災まちあるきを通じた危険個所や地
域資源の発見と整理

・今後の起こりうる災害に対して意識を高く持ちたいと思い、参加しました。土嚢にブルーシートを使うことのメリットが大変勉強になりました。しか
し、せっかくの講習会があまりに駆け足でもったいないなと思いました。途中休憩をはさんでもう少し時間を取ってもらえたらいいなと思いました。

・よくわかりました。機会あるごとにこのような講座を計画してほしい。

・他人事とは思わず「知識」「情報収集」「準備」「行動確認（マイタイムライン）」が大切と思いました。

・よくわかりました。機会あるごとにこのような講座を計画してほしい。

・地域（町会・自治会）など高齢化している。若い人、中学生以上、40代くらいの人々に関する講座を希望。

・必ずと言っていいほど大雨の時に私道や公道が冠水します。昔から排水溝を開けて防いでいます。昔は消防に電話していたのですが、、、

・いつ来るかわからない災害に備える知識をつけるのは大切と思った。ハザードマップが見にくいなと思う。土砂災害のように番地まで入っている方が
いいと思う。土砂のみで全区域の災害情報冊子が見やすいなと思うが、他市区の情報もあるといいなと。土嚢ステーションは浸水地区にはもっとあるべ
きかと思う。

・大変参考になり、防災の事柄により注意しながら生活したいと思う。

・初めての参加です。防災をこれから学んでいきたいです。

・楽しかった（8歳の子）
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防災塾 実施報告書 

 

砧総合支所地域振興課 

砧まちづくりセンター 

 

（１）実施日 令和５年９月２４日（日曜日）午前１０時～午後４時 

（２）場所  都立砧公園ねむの木広場 

（３）参加人数  

一 般 ２，０００名（砧公園への来場者） 

区職員、日赤奉仕団砧分団、成城消防団第五分団 ３０名 

（４）テーマ 

   防災フェスタ in 砧公園 

   防災知識の裾野を広げるべく防災訓練への参加を意図していない幅広い世代への防災知識

と地区防災計画等の普及啓発を目的とし、砧公園の来園者に広く防災の普及啓発を行う。 

 

（５）実施内容 

コーナー名 実施団体 

子ども向け防災屋台「きみのはじめてやってみよう！」 砧まちづくりセンター 

防災体験による防災知識の普及啓発 地域振興課地域振興・防災 

「ペットの防災」普及啓発 砧まちづくりセンター 

「防災カレー」炊き出し体験 日赤奉仕団砧分団 

※本事業は毎年砧まちづくりセンターと東京都公園協会砧公園サービスセンターで実施し 

ている「防災フェスタ in 砧公園」の一環として実施する。 

 

〈各コーナーでの実施内容と結果〉 

●子ども向け防災屋台「きみのはじめてやってみよう！」 

・災害時に必要なことにも関わらず、時代の変化により子どもが経験したことのない以下

の内容を体験してもらう。主に３つの体験をしてもらった。 

① マッチでロウソクに火をつける 
ロウソクを目にすることはあっても実際には使ったことがないという子どもがほと 

んどであった。体験では、炎が怖く断念する子や臆せず火を着ける子など様々な反 

応が見られた。火を着けるコツを掴み何度もチャレンジする子どももいた。 

② 灯油ポンプで水を移し替える 
灯油ストーブに馴染みがない子どもが多く、灯油は何に使用するものなのか保護者

と話しながら体験していた。 

③ 成城消防団第五分団による応急救護、ＡＥＤ講習 
訓練人形を使用して子ども向けに特化した応急救護やＡＥＤの使い方を学び、実際 

に心臓マッサージ等の体験を行った。 
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   ●防災体験による防災知識の普及啓発 

・地震体験車や消火器操作体験、煙中避難訓練等の防災体験ができるブースを用意し、実

際に体験してもらいながら防災知識や防災意識の向上を図った。他にも法人格砧町自治

会が災害時に使用できる携帯トイレの普及啓発を実施した。吸収剤に色がつくよう工夫

が施され、子ども達は楽しみながら災害時について学んでいた。 

      

   ●「ペットの防災」普及啓発 

    ・近年水災等が多く発生していることから区民が避難所を利用する可能性が増えることが 

予想されている。世田谷保健所からパネル等の教材を借用・展示し、災害時のペットの 

取り扱いや日頃からのしつけの大切さについて、災害時ペット危機管理士の資格を持つ 

区職員が説明するとともに、問い合わせへの対応を行った。 

砧公園内ということもあり、ペットの散歩をしていた多くの方に興味をお持ちいただき 

盛況だった。 

 

●「防災カレー」炊き出し体験 

・アルファ化米と温めなくても食べられる防災カレーを使用し炊き出しを行った。お湯を

沸かす際に砧公園に備え付けのかまどベンチを利用し、災害時を想定した手順で調理を

行うことで、災害時の行動へのイメージと意識をより高めることができた。調理したカ

レーを来場者に配布することで防災意識の啓発にもなった。 

 

（６）まとめ 

防災フェスタの一環として防災塾を設け、様々な体験をしてもらうとともに来場者に地区 

防災計画書や備蓄物品を配布することで防災意識の啓発を行った。防災塾をきっかけに砧地区

の多くの方に地区防災計画について知ってもらうことができた。 

また、日頃から防災意識を持つことの重要性や今後災害が起こった際により快適な避難生活

を送るための手段を幅広い世代の区民に伝えることができた。これにより、参加した区民が地

域に住む他の人にも防災塾の内容を伝えることや防災に対する新たなアイデア等が寄せられ

ることが期待され、防災塾の目的である「地区防災計画のブラッシュアップ」も達成できたと

考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

312

316



 3 / 3 
 

 

 

 

 

313

317


